
ノ、

てず

シ／

の
世
界

1
1
i
そ
の
形
成
と
中
心
課
題

メ

戸
グ
ィ

文
学
を
創
造
す
る
の
は
人
間
で
あ
る
作
家
だ
が
、
作

p

家
と
い
う
人
間
も
ま
た
文
学
か
ら
創
り
出
さ
れ
て
来
る
こ
と
が
あ
ろ

う
。
創
作
す
る
こ
と
に
依
っ
て
、
作
家
の
人
間
と
し
て
の
自
己
形
成

が
行
わ
れ
る
、
と
い
う
の
は
決
し
て
珍
ら
し
い
事
で
は
あ
る
ま
い
。

出
向
Bω
口
言
。
－

i
F
（
一
八
一
九

l
九
一
）
の
場
合
が
全
く
そ
う
で

あ
っ
た
。
一
八
五
一
年
六
月
出
向
。

eabrF（
一
八
五
一
年
十
月
英
国
、

十
一
月
米
園
出
版
〉
を
殆
ど
書
き
上
げ
て
い
た
三
十
一
歳
の
富
巳
己
宕

は
、
自
分
の
精
神
的
成
長
に
つ
い
て
、

Z
旦
宮
山
口
問
。
－
一
周
知
4
2
F
0
5
0
に

次
の
様
に
書
い
て
送
っ
た
り

「
二
十
五
歳
に
な
る
ま
で
私
は
全
然
発
展
を
見
な
か
っ
た
。
二
十

ノレ

松

信

直

山

五
歳
の
時
か
ら
私
の
人
生
は
始
っ
た
の
で
す
。
そ
の
時
か
ら
今
に

至
る
問
、
如
何
な
時
で
も
、
三
週
間
と
内
的
な
発
展
を
見
ず
に
過

し
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
今
や
私
は
菅
の
最
も

内
側
の
一
片
に
達
し
、
花
が
大
地
に
落
ち
る
の
も
聞
も
な
い
事
の

様
に
感
じ
ら
れ
る
の
で
す
。
L

Q
ミ
F
a
p
h
hき
た
な

h
$

H
V
・
A
H
H
ω

・）

官
。
守
口
ぽ
は
二
十
五
歳
の
時
に
、
四
年
間
の
南
太
平
洋
方
面
の
放
浪

か
ら
帰
り
、
水
夫
生
活
の
足
を
洗
っ
て
故
郷
に
落
着
き
、
放
浪
の
聞
の
数

奇
な
体
験
で
あ
る
喰
人
部
落
滞
在
を
物
語
と
し
て
書
い
て
創
作
生
活
に

入
っ
た
。
こ
の
担
、
m
m
（
一
九
四
六
年
出
版
）
に
引
続
い
て
、

hhσee

b
h
h
b

を
手
が
け
る
ま
で
に
、
。

s
g
（
一
八
四
七
年
出
版
）
〉
吾
、
忌

（
一
八
四
九
年
出
版
〉
勾
豆
宮
崎
、
お
（
一
八
四
九
年
出
版
）
司
、
に
な
’
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L
『
h
H

・
急
時
四
（
一
八
五

O
年
出
版
）
を
次
々
と
発
表
し
た
。
だ
か
ら
冨
巳
J

己目。

は
、
創
作
生
活
に
入
つ
て
は
じ
め
て
精
神
的
成
長
を
見
た
と
云
う
の
で

あ
る
。
も
と
よ
り
手
紙
の
表
現
は
極
端
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
作
品
を

書
く
都
度
反
省
・
思
索
が
加
わ
り
、
著
し
い
精
神
的
成
長
が
急
速
に
遂

げ
ら
れ
た
事
を
云
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
の
中
心
的
傑
作
と
な
っ
た

出
向
。
守
b
p
F
の
執
筆
中
に
、
実
感
と
し
て
把
握
さ
れ
た
こ
の
発
展
は
、

事
実
足
。
守
z
b同
忌
以
前
の
前
記
初
期
五
作
品
を
通
し
て
充
分
に
窺
う

事
が
出
来
る
。
出
向

σew－

b
同h
b

が
足
。
守
口
目
。
文
学
の
℃

g｝
円
で
あ
り
、

思
想
上
の
灼
品
換
を
示
す
、
と
す
れ
ば
、
こ
の
初
期
五
作
品
は
そ
こ
に
至
る

過
程
で
あ
り
、

p
p
H
4
E
O
の
自
己
形
成
を
跡
づ
け
る
も
の
と
云
え
る
で

あ
ろ
う
。
私
の
小
論
も
、
こ
れ
等
の
作
品
か
ら
出
発
す
る
。

冨
σ
－iロ
ゅ
の
作
家
と
し
て
の
出
発
は
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
偶
然
で
あ

っ
た
。
彼
は
金
を
手
に
す
る
為
、
自
分
の
放
浪
生
活
に
つ
い
て
聞
き
た

が
る
人
々
に
読
ま
せ
て
や
ろ
う
、
位
の
軽
い
気
持
で
作
品
を
書
き
、
そ

れ
が
意
外
な
好
評
を
博
し
た
が
為
に
、
遂
に
創
作
を
職
業
と
し
て
し
ま

っ
た
作
家
で
あ
っ
て
、
決
し
て
、
新
鮮
な
文
学
論
や
、
新
奇
な
創
作
態

度
或
は
方
法
を
提
げ
て
文
壇
に
登
場
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
勿
論
、

担
ち
誌
を
手
が
け
る
ま
で
に
、
文
学
に
対
し
て
愛
好
心
程
度
の
関
心
を

持
ち
、
多
少
の
作
品
を
も
読
ん
で
い
た
し
、
二
十
歳
墳
に
は
、

t
F・mm’

s
g
g
片
円
。
自
白
宅
円
伊
丹
吉
関
口

g
w
z
と
い
う
小
論
を
雑
誌
に
発
表

し
た
り
し
て
、
文
章
に
依
る
自
己
表
現
を
試
み
て
は
い
る
が
、
こ
れ
と

て
も
、
所
謁
文
学
好
き
の
青
年
の
色
Z2ω
ロ
宮
的
行
為
に
過
ぎ
な
か
っ

た
。
好
奇
な
話
題
を
提
供
し
よ
う
と
す
る
素
朴
な
物
語
欲

i
lそ
れ
は

兄
や
友
人
の
刺
戟
に
依
る
処
が
大
き
い
様
だ
が
！

l
lと
、
物
語
を
売
っ

て
金
に
し
よ
う
と
す
る
生
活
上
の
必
要
が
担
、
宮
を
生
ん
だ
の
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
同

V
E帽
の
依
り
処
は
、
話
題
の
面
白
さ
、
数
奇
な
点

に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
彼
が
範
を
と
っ
た
冨
ロ
店
向
。
HMMRW
の
吋
芸
誌
な

言

S
E
E司
自
立
ミ
ミ

h
V
E
H
や
の
・

ω・
ω古
希
同
門
汁
の

3．
伯
母
な

H
P由

M
W
S
H
訟
を
お
同
或
は
悶
・
出
・
口
言
問
の
吋

S
お
お
訟
旬
、
ミ
同

sh
ミ
SH
な
ど
と
同
じ
く
、
事
実
の
記
録
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
「
旅

行
叢
書
」
の
一
冊
と
し
て
売
り
出
さ
れ
た
の
も
そ
の
為
で
あ
っ
た
。
現

在
で
は
、
こ
の
「
事
実
」
が
必
ず
じ
も
彼
の
体
験
に
基
く
の
で
は
な

く
、
他
か
ら
と
っ
た
資
料
も
あ
り
、
ま
た
多
少
の
仮
構
が
織
込
ん
で
あ

る
事
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
る
が
、
次
作
。
ミ
も
も
と
同
様
に
体
験

と
い
う
事
実
を
基
幹
と
し
た
作
品
で
あ
る
事
は
否
定
出
来
な
い
。

こ
の
様
に
、

3
6
m
m
は
、
偶
然
に
、
し
か
も
単
に
数
奇
な
素
材
、
を

依
り
処
と
し
て
、
当
時
の
旅
行
記
に
範
を
と
っ
て
生
れ
た
作
品
で
あ
っ

た
が
、
彼
の
体
験
や
見
聞
の
批
判
的
な
把
握
の
故
に
、
当
時
の
同
種
の

作
品
と
明
瞭
な
一
線
を
劃
す
事
が
出
来
る
。

彼
の
体
験
と
い
う
の
は
、
世
間
を
喰
い
つ
め
て
来
た
水
夫
と
共
に
、
過

し
た
船
の
生
活
で
あ
り
、
最
も
危
険
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
捕
鯨
の
血
躍

い
荒
仕
事
、
そ
し
て
、
文
明
を
透
か
離
れ
た
南
太
平
洋
の
島
々
で
の
原

始
生
活
と
い
っ
た
、
陸
上
の
文
明
社
会
か
ら
み
れ
ば
、
異
常
な
数
奇
な

生
活
で
あ
っ
た
。
こ
の
体
験
が
描
か
れ
る
時
、
そ
れ
は
常
に

E
常
な
文

明
社
会
を
背
景
に
し
て
浮
び
よ
っ
て
来
る
。
つ
ま
り
異
常
な
も
の
は
常
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に
玉
常
な
も
の
と
の
対
比
・
相
対
に
於
て
把
握
さ
れ
る
ゆ
で
あ
る
ひ
南

太
平
洋
の
原
始
生
活
を
営
む
野
蛮
人
を
描
い
て
も
、
富
丘
三
宕
は
常
に

文
明
人
や
そ
の
社
会
を
比
較
対
照
さ
せ
る
。
ま
た
、
荒
ん
だ
船
の
生
活

や
荒
く
れ
た
水
夫
遠
の
世
界
も
、
陸
上
の
文
明
社
会
と
の
対
照
に
於
て

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
様
に
、
異
常
な
体
験
が
描
き
出
さ
れ
る
際

に
、
そ
れ
が
単
に
情
緒
的
な
回
想
に
陥
る
事
な
く
、
正
常
な
も
の
と
の
相

対
・
対
照
の
関
係
に
於
て
把
握
さ
れ
た
の
は
、
彼
の
批
判
精
神
が
働
い

た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
は
、

M1hth
守
司
自
に
限
ら
ず
、
後
の
体
験
を
基

幹
と
し
た
作
品
、
。
ミ
言
、
勾
ミ
言
、
予
君
、
泌
氏
向
山
号
官
同
に
つ
い
て
も

同
様
に
一
五
え
る
事
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
作
品
に
於
け
る
冨
色
丘
ロ
ゅ
は
、

確
か
に
物
語
作
家
に
は
違
い
な
い
が
、
体
験
を
依
り
処
と
し
て
批
判
精

怖
を
展
開
し
て
行
く
批
評
家
（
社
会
・
人
生
の
）
で
も
あ
る
点
に
注
目

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
特
に
庁
尋
問
b
w

。
さ
き
に
於
け
る
豆
急
己
2
0
は

文
明
社
会
の
批
評
家
で
あ
り
、
尚
昆
ι
v
s
h
F
g
s
p
y守口
h
h
h

に
あ
っ
て

は
、
社
会
の
批
評
家
で
あ
る
以
上
に
、
人
生
或
は
人
間
の
暗
黒
面
に
対

す
る
批
評
家
で
あ
っ
た
と
だ
け
云
っ
て
お
こ
う
。

H 

物
語
の
上
で
は
、
担
、
足
と
。
選
。
。
は
冒
険
的
な
、

5
5白耳目。

な
要
素
に
富
ん
だ
愉
し
い
作
品
で
あ
る
。
前
者
は
捕
鯨
船
を
脱
出
し
た

「
私
」
が
誤
っ
て
喰
人
撞
担
念
品
目
族
の
部
落
に
入
り
込
み
、
そ
こ
で

色
々
な
事
を
見
聞
し
た
滞
在
記
で
あ
り
、
。
さ
き
は
、
そ
の
部
落
を
脱

出
し
て
後
乗
組
ん
だ
措
鯨
船
を
再
び
吋
阿
佐
誌
に
於
て
棄
て
、
そ
の
由
民
間

々
を
め
ぐ
り
多
い
た
放
浪
記
で
あ
る
ひ
二
つ
な
が
ら
エ
キ
ゾ
ヂ
？
ク
な

話
を
、
自
ら
胸
を
は
ず
ま
せ
て
物
語
る
作
者
の
鼓
動
が
、
そ
の
ま
ま
読

者
に
伝
っ
て
来
る
さ
。

zsaめ
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
あ
る
。
冨
φ

H
i
－－o
は
こ
の
こ
つ
の
作
品
に
於
て
、
文
明
社
会
の
進
歩
発
展
に
陶
酔

し
て
忘
却
し
去
ら
れ
た
原
始
性
の
価
値
を
再
認
識
さ
せ
、
人
間
が
文
明

社
会
の
内
に
求
め
た
地
上
楽
園
は
、
実
は
非
文
明
界
の
中
に
あ
る
事
実

を
指
摘
し
た
。
同
，
出
足
。
族
の
部
落
は
文
明
社
会
を
造
か
離
れ
た
彼
方

に
見
出
さ
れ
た
地
上
楽
園
で
あ
り
、
。
ミ
。
む
の
気
紛
れ
な
放
浪
は
、
文

明
を
逃
れ
て
原
始
界
に
遊
ぶ
惜
し
さ
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。
冨
o

－t
－

a

z
は

HhoE曲
宮
口
自
内
。
円
円
四
が
指
摘
し
た
如
く
、
吋
｝
5
2
m
wロ
が
意
識

的
に
宅
巴
円
HOHH
の
森
に
求
め
た
文
明
の
害
毒
に
犯
さ
れ
な
い
世
界
を
、

こ
れ
盤
一
リ
の
作
品
に
描
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
原
始
性
の
讃
美
は
、
ポ
リ
ネ
シ
ア
人
の
讃
美
と
し
て
現
れ
て
来

る
。
吋
匂
句
。
。
族
の
妖
精
と
も
云
え
る
町
内
山
苫

MEM－
を
描
い
て

P
P
H
i－－

Z
は
次
の
様
に
述
べ
て
い
る
。
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凶
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両

5
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s
o
m
z
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S
O
S
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5
5
0
3

2
仏

国

号

2
5仏
げ
可

p
o
弘
吉
匂

HO
吟

E
Z
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F
O
B円
H
F
u
o
a
a
E回
目

匂

OH砂
ロ
仲
玲
－
S
色
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5
玲
O
B
E
g
s仏
S
M円山
O
H
M
y
u
g
Q
5
5
0
4
E
O
R
0
8

2
5
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母
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ヨ
住
吉
宮
尽
き
田

S
E
E
n日

21
閉ま
E
S
0
0
3
M出
回

吉
田
口
出
叩
円
当

FWHM
口
同
口
出
。
仲
ず

O
H｝

O『
仲
円
白
山

1mw白
・
（
同
Z
H
h
v
h
h
w

。H沙門
仏

（

吋

F0

4
』
可
申
吋
】
《
円
由
。
日
田
町
田
門
口
臼
一
）

HVH｝
・
］
［
。
由

fiHO吋一）

冨
O
H
4
E
O
は
自
然
が
人
聞
に
及
ぼ
す
恩
恵
を
見
、
そ
の
思
恵
に
め
ぐ



ま
れ
て
育
つ
人
間
の
可
能
性
に
般
を
見
張
っ
た
。
文
明
の
害
毒
に
犯
さ

れ
な
い
人
間
は
、
実
に
清
純
・
純
心
・
廉
直
・
親
切
で
あ
る
。
そ
れ
は

人
間
性
の
可
能
性
に
対
す
る
鷺
異
で
あ
っ
た
。
叫
，
可
唱
。
。
族
の
世
界
を

見
た

H
，O
B
5
0
は
こ
う
語
っ
て
い
る
。

阿君円］］片岡田口
w
－v『
bmw門

HHNFH6HF白神田洋
mwH．ち担田曲目口四国同
mw唱
者
四
日
付
曲
目
出

p
s
g
g
M
1
0ご
70
宮田円。ロ
g
g
w
H
片S
S
E
目
立
ち
2
2
g
g

え

F
E
S
S
H
M
F
S
E
神戸
H
S
H
F
E
0
4
2
Zす
g
g
g吋仲田山
5
Q・

（

h
p，h
同－
w

℃－

M
明
白
品
）

け
れ
ど
も
、
文
明
の
害
毒
に
ひ
し
め
く
人
間
を
見
て
、
彼
は
す
ぐ
そ

の
後
で
、回

口
仲
田
宮
田
一
即
日
出
口
OHFOロ
H
r一回
40
ず冊。ロ

O口。。内

S
0
2
9弓
C州
民

自由ロ
EO片’
dqE♂
∞
ロ
Q
B
o
o
sザ
ロ
ロ
若
山
口
戸
内
包
ロ
冊
目
白
色
片
山
ぐ
O
F
Cロ仏
B
仏

g
g
F
S
D
S円］吋

2
0
2
E
S仏国ロ

BM1
有田ぐ目。
s
s
g円山
2
・
Q
b
n・

町民同・〉

と
つ
け
加
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
の
悲
観
的
な
暗
い
告
白
に
も
拘

ら
ず
、
我
々
は
、
冨
ゆ
守
口
ぽ
が
、
原
始
性
の
讃
美
を
通
し
て
、
少
く

と
も
、
人
間
性
の
可
能
性
を
肯
定
し
、
そ
の
尊
厳
と
山
県
高
を
擁
護
し
よ

う
と
す
る
態
度
を
示
し
て
い
る
事
を
忘
れ
る
事
は
出
来
な
い
。
乃
も
同
国

に
於
て
も
、
ま
た
。
ミ

S
に
於
て
も
、

vr－4同
日
目
ゆ
が
何
故
あ
の
様
に

激
し
く
、
素
朴
な
原
始
民
の
生
活
と
生
命
を
脅
か
す
白
人
水
夫
達
の
残

虐
行
為
や
、
宜
教
師
遠
の
誤
て
る
伝
導
を
、
あ
く
事
な
く
非
難
攻
撃
し

た
か
は
、
作
中
で
弁
明
し
て
い
る
「
唯
単
に
事
実
を
記
れ
」
と
い
う
態

度
か
ら
生
れ
た
も
の
だ
什
で
は
な
か
ろ
う
。

こ
の
様
な
攻
撃
の
根
底
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
文
明
社
会
に
対
す
る
彼

の
幻
滅
と
懐
疑
が
あ
る
。
文
明
社
会
に
対
す
る
幻
滅
は
、
文
明
社
会
と

対
立
す
る
原
始
社
会
の
讃
美
称
揚
に
も
、
ま
た
、
そ
の
原
始
社
会
の
楽

園
を
描
き
出
す
誠
刺
的
表
現
に
も
充
分
云
い
尽
さ
れ
て
い
る
。
け
れ
ど

も
彼
の
文
明
社
会
観
は
本
質
的
に
は
倫
理
的
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
が

支
配
す
る
に
も
拘
ら
ず
悪
の
存
在
を
許
容
し
て
い
る
事
に
対
し
て
、
懐

疑
を
表
明
し
た
の
で
あ
っ
た
。

。山ぐ己目
N

阻止。ロ

boo白
HMO件。出血】
qC田由回目円

H
r
O
4円円台
μ

呂
田
。
片
ゲ
ロ
a

吉田口山内ヲ

ω
7
9
V世
田
口
O
H
0
4
S
F
R
P
H戸田
E
H
O
O同仲町田
3
・
パ
門
医
与

由。ロ円目的］同山口四円。目
4
r
w

門出ヴロロ仏国ロロ
O

田ロ仏
M
W
4

江田円ロ四吋
O
由同日円白神
H1A山口伯仲
r

SHOD日
吉
田
口
可
ゲ
R
E
5
5
宮
品
目
叩
・
（
叫
ぜ
」
g
・
u－
M
印
印
）

と
与
す
守
山
口
σ
は
書
い
て
い
る
。
彼
が
楽
園
を
犯
す
白
人
水
夫
阜
、
宜

教
師
遠
の
行
為
を
措
く
時
、
彼
等
の
行
為
は
、
原
始
社
会
に
於
て
よ
り

高
度
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
人
間
性
の
可
能
性
を
破
壊
す
る
文
明
社
会
悪

の
分
身
と
し
て
、
非
難
攻
撃
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

か
く
の
如
く
、
宮
OHi
－－o
は
体
験
を
批
判
性
を
も
っ
て
再
構
成
し
、

清
教
徒
的
潔
癖
を
見
せ
て
悪
ー
を
指
摘
攻
撃
す
る
事
に
、
自
己
の
展
開
を

見
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

4 -

同
志
向
品
、
。
送
。
む
を
第
一
群
の
体
験
談
と
す
れ
ば
、

h
N
F
S
S

と
司
き
と
お
町
即
時
円
で
あ
る
。

同
町
、
守
認
さ
は
そ
の
副
題
に
ミ
ザ
ヨ
ミ

3い
豆
町
民
と
あ
り
、

明白山口
m
a
H
O
∞ω出
。
可
切
。
M

ー
の
。
口
一
向
。
回
即
日
。
出
血
印
出
血
阿
川
ゆ
ロ
JF山口山田門
MOHHの命日叫

第
二
群
は
河
中

更
に
、



。
同
吾
σ
∞
。
中
。

EE（
U
S
F
w
E
S
と
あ
る
様
に
、
さ
巳
－
rHmゲ
0
3
c
m何

回

刻
。
弘
司
）
再
出
と
い
う
あ
ど
け
な
い
青
年
の
初
航
海
記
で
あ
っ
て
、
呂
φ

－4Eσ
が
十
九
歳
の
時
の
己
認
円
℃
。
。
－
航
海
を
基
に
し
た
作
品
で
あ

る
。
】
N
o
n－
－
出
門
出
は
、
商
航
の
水
土
ん
と
し
て
の
航
海
の
愉
し
さ
を
夢
み
、

F
Z
R句
。
。
－
の
物
珍
し
き
に
胸
を
躍
ら
せ
て
船
に
乗
込
む
が
、
全
く

の
陸
育
ち
の
青
二
歳
の
彼
は
馴
れ
ぬ
仕
事
の
故
に
水
未
達
に
馬
鹿
に
さ

れ
、
ま
た
彼
の
メ
ッ
カ
ロ
ぐ
耳
目
u
。
。
－
は
あ
ら
ゆ
る
点
で
彼
を
失
望
さ
せ

る
。
即
ち
こ
の
物
語
は
岳
σ
E庄
内
凶
片
山
。
出
。
片
山
口
H
5
2
5
0
山口
E

2
ロ

を
物
語
る
も
の
で
あ
る
が
、
宮
口
。
。
。
更
は
め
の
学
ん
だ
経
験
の
多
く
は
、

美
で
は
な
く
醜
で
あ
り
、
嬉
で
は
な
く
悲
哀
、
善
で
は
な
く
悪
で
あ
る

と
い
う
点
で
、
人
生
の
暗
黒
面
に
触
れ
た
冨
o
Z即
日
目
ゅ
の
最
初
の
作
品

と
な
っ
て
い
る
。

ヨ
悼
む
と
号
室
は
、
同
じ
く
そ
の
副
題

g
n
S
Eミ
ロ
ミ
§
ー

来
事
宮
、
か
作
り
し
て
明
ら
か
な
様
に
、
「
白
一
ジ
ャ
ケ
ツ
」
と
梓
名
さ
れ

た
水
夫
が
軍
睦
生
活
を
物
語
る
の
で
あ
る
が
、
軍
艦
を
社
会
の
一
縮
図

、
と
見
倣
し
、
そ
の
中
に
住
む
人
々
の
生
活
を
社
会
生
活
に
た
と
え
て
描

い
て
あ
る
半
面
、
こ
の
作
品
に
於
て
も
、
河
町
弘
吉
還
に
於
け
る
と
同

じ
く
、
軍
艦
生
活
を
す
る
人
々
に
は
び
こ
る
悪
や
、
非
人
道
的
な
水
夫

の
一
取
扱
と
い
っ
た
暗
黒
田
が
手
厳
し
く
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
等
の
作
品
も
必
ず
し
も
体
験
と
し
て
の
事
実
に
忠
実
で
は
な

く
、
仮
構
と
思
え
る
挿
話
が
所
々
に
織
込
ま
れ
て
い
る
が
、
ミ
aミ
ト

ミ
r
H
F
U
γ
N
V
同町～
f
w
M
M
九
回
、
誌
に
較
べ
れ
ば
ま
だ
体
験
談
と
し
て
の
域
か
一
出
な

い
と
見
倣
し
て
も
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
ο

然
し
、
富

σHi－
－
ぬ
の
批

判
性
は
貝
取
卒
単
な
る
体
験
の
批
判
的
措
ZJ
に
留
る
事
な
く
、
一
つ
の

E
S
を
形
成
し
て
い
る
点
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
等
の
作
品

は
、
人
生
・
社
会
が
悪
を
ま
ぬ
が
れ
得
ぬ
事
を
認
知
し
、
そ
の
様
な

人
生
・
社
会
の
悲
劇
的
な
暗
黒
面
に
、

v
p守
口
｝
ゆ
が
深
い
関
心
を
寄
せ

た
事
を
物
語
る
も
の
で
あ
り
、
問
。
・
宮
内
四
件
付
E
2
g
p
が
そ
の
著

み
ミ
宅
号
お
お
同
町
お
お
問
的

g
s
s
中
で
指
摘
し
た
様
に
、

F
0
4
3
E出
向
。
同

冨
σ芝山口
0
．由同吋印刷州目。

m
oロ
炉
の
形
成
が
明
ら
か
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。

然
し
、
こ
の
同

E
m
w
sロ
回
ゅ
の
覚
醒
は
何
を
物
語
ろ
う
と
す
る
の
で

あ
ろ
う
か
、
暫
く
昌
弘
i
宏
一
の
描
き
出
す
も
の
を
眺
め
て
み
よ
う
。

門戸
4
0
q
o
o］
を
訪
れ
た
H
N
E
σ
再
出
は
ス
ラ
ム
街
の
一
室
で
、
餓
死

寸
前
の
母
と
子
を
発
見
し
た
。
そ
の
限
に
は
も
早
や
訴
え
る
力
は
な

く
、
既
に
死
が
宿
っ
て
い
た
ソ
そ
の
様
を
見
て
河
⑦
門
戸
ず
出
口
一
戸
は
云
っ
て

い
る
。
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翌
朝
、
再
び
同
広
ぴ

idgが
そ
こ
を
訪
れ
た
時
、
彼
等
の
姿
は
な
か

っ
た
。
多
分
死
ん
で
ど
こ
か
に
片
附
け
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
o
H
N伶
仏
z

ず
出
吋
ロ
は
再
び
こ
う
独
白
す
る
。

kry
一耳目以白神出吋
0
0
5
1
2
2含
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田
口
（
ご
M
O
君
（
凶
。
宅
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5
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5
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由
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戸
E
N
g
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that I
 m
a
y
 find 

comfort in 
m
y
 heart 

for 
the 

p
o
o
r
 
a
n
d
 

forlorn. 
S
u
r
r
o
u
n
d
e
d
 as w

e
 are b

y
 
the 

w
a
n
t
s
 
a
n
d
 
w
o
e
s
 

of 
our 

fellow-men, 
a
n
d
 
yet 

giv
巴
n

to 
follow 

our 
o
w
n
 

pleasures, 
regardless 

of 
their 

pains, 
are 

w
e
 
not 

like 

people sitting 
u
p
 with a

 corpse, 
a
n
d
 m
a
k
i
n
g
 m
e
r
r
y
 in the 

h
o
u
s
e
 of 

the d
回

d
?
 (Jbi d., 

p. 
185) 
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o
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a
v
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a
v
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n
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明
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are blind 
to 

the real 
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this 

world; 
deaf to 

its 

voice ;
 an
d
 d
e
泊
d

to 
its 

death.. 
A
n
d
 not till 

w
e
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n
o
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,
 that 

o
n
e
 grief 

outweighs 
t
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thousand 
joys, 

will 
w
e
 b
e
c
o
m
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w
h
a
t
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to 
m
a
k
e
 us. 
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と
い
っ
た
も
の
の
化
身
と
し
て
現
れ
る
。
彼
は
世
の
中
の
あ
り
と
あ
る

も
の
に
呪
誌
と
嫌
悪
を
ま
き
ち
ら
す
。
彼
は
船
上
の
叶
吉
岡
。
ロ
で
あ

り、

g
p
m注目
5
山由片山
M
H
a
mロ
吉
凶
円
四
己
で
あ
り
、
内
同

F
O耳
目
仏
門
広
田
宮
門
E

maa。
で
あ
り
、
印
。
包
ロ
凶
由
。
丘
で
あ
っ
た
。
水
夫
の
死
体
が
青
白
い

焔
を
上
げ
て
燃
え
た
事
が
あ
っ
た
。
限
は
カ
？
と
開
か
れ
て
何
物
か
を

見
据
る
如
く
、
口
は
ひ
ん
曲
り
、
脊
せ
た
顔
付
は
生
け
る
が
如
く
硬
っ

て
い
た
。
そ
し
て
、
顔
全
体
に
は
青
い
焔
が
メ
ラ
メ
ラ
と
燃
え
上
り
、

狂
暴
な
反
抗
と
永
遠
の
死
の
相
を
呈
し
て
い
た
。
水
夫
は
怖
れ
て
物
も

云
え
な
か
っ
た
が
、
ん
『
向
。
】
同
窓
口
は
平
然
と
死
体
を
処
理
し
て
し
ま
う
。

共
後
誰
も
こ
の
死
体
の
置
い
で
あ
っ
た
前
部
居
住
区
に
一
人
で
留
り
得

な
か
っ
た
が
、
彼
は
平
気
で
、
そ
の
死
体
の
あ
っ
た
場
所
を
見
て
笑

い
、
死
人
を
廟
る
の
で

z

あ
っ
た
。
官
。
z
o
p
と
は
こ
の
様
な
、
神
を
畏

れ
ず
、
世
を
恐
れ
ず
、
何
物
を
も
信
じ
な
い
悪
そ
の
も
の
の
塊
で
あ
っ

た
。
こ
の
男
に
冨
O
守
口
広
は
、
恐
怖
と
畏
敬
と
補
秘
の
た
だ
よ
う
憎

む
べ
き
悪
の
姿
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
し
『
向
島
田
O
口
は
何
も
知
ら
な
い
無
垢
の

maσ
号
ロ
を
本
能
的

に
憎
む
。
阿
川
ゆ
門
出
｝
戸
同
門
ロ
の
一
言
一
一
勤
が
彼
に
と
っ
て
は
憎
ら
し
い
の
で

あ
る
。
悪
は
本
能
的
に
け
が
れ
無
き
者
を
憎
む
と
い
う
こ
の
テ
！
マ

は
、
遺
作
と
な
っ
た
句
史
冶
切
N
h
n

迂
の
先
任
衛
兵
伍
長

nzmm凶
立
が
、

若
く
て

FmHH民由。
5
0
で、

m
o門円
σ
5・HH
に
劣
ら
ず
無
心
無
垢
の
∞
ロ
守

切
戸
門
訟
を
憎
み
、
彼
を
無
実
の
罪
に
陥
れ
よ
う
と
す
る
本
能
的
悪
を
想

起
さ
せ
て
興
味
深
い
。
量
。
守
口
ぽ
が
、
常
に
け
が
れ
の
無
い
、
純
真

な
素
朴
な
人
々
、
倒
ふ
え
ば
M
M
《
）
】
可
出
向
山
曲
目
印
の
原
住
民
の
如
く
、
ま
た

岡
山
色
ず
号
H
M
W
E－q
切口門誌
ι

の
様
な
天
真
欄
漫
な
人
間
と
悪
を
対
決
さ

せ
た
処
に
、
彼
が
特
に
、
人
聞
の
可
能
性
と
い
う
点
に
於
て
悪
を
問
題

と
し
て
い
た
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

zo守
口
ぽ
に
と
っ
て
、
こ
の
様
に
悪
と
対
決
し
、

そ
れ
故
に
彼
が
擁
護
し
よ
う
と
し
た
人
間
性
そ
の
も
の
は
、
も
と
よ
り

決
し
て
本
質
的
に
完
全
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
。
人
聞
が
外

部
の
悪
に
抗
し
得
て
も
、
彼
自
身
の
内
部
に
存
在
す
る
悪
を
認
め
ざ
る

を
得
な
い
事
を
も
彼
は
了
解
し
た
。
司
、
f
h
H
h
九里」
f
h
H

の
最
後
の
章
で

言。－
i
］
］
め
は
次
の
様
に
云
っ
て
い
る
。

。
ロ
円
四
ロ
出
aaonF門
町
田
皆
目
白
色

nog－v
E
E
2・
F

g
山口同門
C
E
E
E
E

S
R
g
z
a
o
君。

HH勺
匂
町
田
｝
ぎ
答
申
の
お
勺

S
S
U
E
S
Z
l
宅
玄
』
叩

。回ヴ
S
E
O
C門司
2
5’昨日間出
H
o
l
s
p
o
富
山
色
包
8
2号
可
。
cgE

g
町田円
ODO『
タ
曲
。
診
円
。
ロ
件
。
片
回
目
問
客
国
－
o
p
，同
a
H
F
O
老母国件。崎

。
ロ
司
君
口
田
君
。

z
z
a
q
日
目
白
山
口
件
ロ
吉
田
。
ロ
円
由
。
－
40曲
目
。
ロ
吋
。
田
g
Z

E
B
E
a
g
s
。4O
B
O
E－
2

2
日
時

S
3
4
q
o
Z
5・
明
，

E
E
H
F
O
E注

目－
z
g
Z
E開

8
3
8
4
0
8
0
5。円
U
S
O
B
E
S口
F
E
E
Sロ
a

v
o
E由
。
者
回
目
恒
三
OEHU
（同史件、℃・∞
UW点）
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こ
こ
に
言
及
さ
れ
た
我
々
の
内
部
に
秘
む
悪
、
そ
れ
は
、
宮
OHi－－
o

が
世
に
存
在
す
る
悪
を
恨
み
、
そ
の
存
在
を
悲
し
み
、
且
っ
そ
の
存
在

理
由
を
懐
疑
し
な
が
ら
も
、
認
め
ざ
る
を
得
な
い
悪
で
ゐ
り
、
。
ロ
の
同
阿

国
同
止
。
口
出
向
誌
の
H
H
E
R
V
の
厳
格
な
空
気
の
中
で
育
て
上
げ
ら
れ
た

p
p・

－i
】
目
。
の
総
て
の
思
想
の
核
心
と
し
て
残
さ
れ
た
わ
包
4
日
記
注
目
。
官
三
’

官
官
と
し
て
の
原
罪
観
を
物
語
っ
て
い
る
。
言
。
】
丘
】
】
ゅ
の
批
判
性
は
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f
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n
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b
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れ
な
い
。
も
と
よ
り
、
。
三
日
5
仏。
M
n
h
v
ユmtmH岡
山
守
に
あ
っ
て
は
、
悪

は
摂
理
に
よ
っ
て
存
在
を
許
さ
れ
て
は
い
る
が
、

E
A
生
の
暗
黒
面
の
圧

倒
的
な
圧
迫
の
下
に
あ
え
ぐ
伊
豆
宮
山
邑
弓
を
見
て
、
ロ
向
。
守
山
口
ゅ
は
悪

の
存
在
理
由
を
懐
疑
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

こ
の
事
が
冨
σ守
口
】
ゅ
の
問
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
事
は
、
第
一
一
一
作
の

h
h
h
q
h
誌
に
於
て
既
に
一
訳
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
o
h
h
奇
怪
は
、
足
。
守

b
h町
相
以
前
の
最
初
の
想
像
的
作
品
で
、
彼
の
体
験
は
二
義
的
な
も

の
と
な
っ
て
物
語
の
背
景
に
退
き
、
彼
の
創
造
的
想
像
力
が
、
統
制
の

と
れ
ぬ
ま
ま
井
放
に
活
動
し
て
い
る
。
も
と
よ
り

h
h
v
守－
b
hげ
昂
程
め

洗
練
さ
も
持
合
さ
ず
〈
h
h
v
b
y
J
U
N
g

で
す
ら
洗
練
さ
れ
た
〔
B
mロ
包
〕

作
品
と
は
云
い
難
い
が
〉
、
円
。
虫
色
誌
の
w

白
山
岳
山
P
E
o
s

－q回目
g
r

邑

zm耳
目
の
と
と
い
っ
た
諸
要
素
が
雑
居
し
、
作
品
全
体
は
、
海
を
舞

台
に
し
た
の
宅
内
何
回
ミ
Nhh
刷
物
語
の
如
く
、
荒
唐
無
稽
な
南
海
物
語
で
あ

る
と
同
時
に
、
調
刺
旅
行
記
で
あ
り
、
寓
話
〉
＝
。
向
。
号
と
す
ら
一
E
え

る
の
で
あ
る
。

富
山
司
会
の
島
々
を
、
、
H
，
と
日
（
語
り
手
〉
の
一
行
は
M
Q
］E
V
と
い
ラ

神
秘
的
な
美
女
を
求
め
て
め
ぐ
る
が
、

J
E

－－mV
は
ど
こ
に
も
見
出
さ
れ

ず
、
ま
た
、
彼
等
を
満
足
さ
ぜ
る
島
も
見
出
さ
れ
な
い
。
が
、
い
く
つ

か
の
島
を
め
ぐ
っ
た
後
で
、
遂
に
、

ω
2
0ロ
U
Q
V
O
E
H戸内同え

ωσBE

z
q）
と
い
う
kr

－Bω
（
の
月
三
与
を
意
味
す
る
）
の
倫
理
が
生
活
の
誌

と
な
っ
て
い
る
島
に
到
達
す
る
。
こ
の
島
に
、

H
，m凶
］
山
を
除
く
一
行
は

安
心
立
命
の
百
件
。
立
山
を
見
出
し
た
。
そ
こ
に
は
僧
侶
も
居
な
い
し
、

人
々
を
支
配
す
る
王
も
法
律
も
な
い
。
一
切
は
主
K
F
］
富
山
の
手
に
委

ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。
一
行
は
こ
の
島
に
満
足
す
る
。
然
し

H
，a日
は
満
足
す
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
。
老
人
の
関
口
広
⑦
が
出
て
来

で

ω
σ
g
p
U
に
つ
い
て
色
々
と
説
明
す
る
。
そ
の
説
明
に
一
行
中
の

最
も
懐
疑
的
な
哲
学
者
切
与
Z
Eロ
す
で
す
ら

ω
0
2巳
ω
に
満
足
す

る
。
切
m

凶
ず
ぴ
巳
仰
と
仰
は
夢
の
中
の
幻
に
ま
で
こ
の

ωσ
話
回
目
白
に
つ
い
て

質
問
す
る
。
そ
の
中
で
彼
は

E

者
害

2
2
Z
F
o
m
o円宮田

pmw同

即
日
出
包
己

mgmmoF
｝

u
E
Z
℃

2
Z
H
H
で
・
と
た
ず
ね
る
。
こ
の
間
に
対

し
幻
は
こ
う
答
え
る
。

R

寸｝戸川注目白

s
o
E由
仲
ヨ
可
申
仲
叩
『
司
君
v
g
r
cロハ凶ゆ込山
OHF
田－
H
5
0
5由神－

K

戸吋岳田口問。－

g
a
D
O神
宮
HVOB
日付

USMW仲
自
由
付
2
0片
。
E
F
0

0
4
2古
田
神
戸
口
明
言
苫
芯
3
F
m
w
z
u
手白神神。

24E】向。
w

d
司
四

5
8
S昇
。

2
5
H
S
E
g
g－片山口｝
g
o巧
HO円四回目田口

p
o
由。ロ日田谷田神田円
f
H
F弘

吉
百
件
。
号
。
百
四
口
白
H
1

仏曲一回国（山口。出血ぴ
5MM刊
誌
富
山
可
宵
図
。
者
・
3

（ヤ出町『丸町、

岡、．。－
H
v
p
h
刷用J
H

】匂・白血
M
l
u）
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出
向
島

v
E
E回
日
向
は
こ
の
答
に
満
足
し
た
。
し
か
し
叶
山
口
は
満
足
す

る
事
を
得
ず
、
ペ
ロ
S
F
の
姿
を
求
め
て
白
波
さ
か
ま
く
海
へ
と
舶
を
向

け
る
。
出
E
V
の
探
索
が
、
白
立
門
町
宮
内
凶
］

A
S
P
或

は

百

吾
H
5
2

4
2仲
間
・
或
は
冨
・
戸
り
雪
山
田
の
云
う
様
回
、
次
か
ら
次
え
と
絶
え

ず
何
物
か
を
求
め
る
人
間
性
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
と
し
て
も
、
吋
ω］叫

が
こ
の
∞
2
0
5
U
の
匂
江
田
片
山
口
ク

u
g法
凶
ゆ
弘
、
言
昆
。
ぬ
宮
山
片
付

nHM同町田片山
B

自
己
守
を
拒
否
し
た
事
は
、
言
σ守
口
目
。
の

d
g
M）
芯
が
、

C4守昨日戸。仏－
O
U円

（一青山田昨日向

E
q
に
見
出
さ
れ
な
い
事
を
物
語
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
、

悪
の
在
在
理
由
へ
の
懐
疑
に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
事
は
疑
を
得
な



‘ 

、Lv

h
b守
BbN
．hb
の
四
十
二
支
「
〈
手
向
。
ぴ
M11H）山
C
W
J

で
、
〉
｝
M
h

凶
げ
は
無
類

の
理
智
的
兇
悪
さ
を
持
っ
た
白
鯨
に
悪
の
姿
を
見
た
。
そ
の
事
を
記
述

し
な
が
ら
冨
ゆ
Hi－－
σ
は
、
悪
よ
ML
山
H
H
F
E
5
0由
片
言
急
円
凶
σ
5
m
g仏

同
2
・5σ
ロ
宮
一
∞
－
－

FmH汁
丘
町
田
己
匂
吾

Z
Z由
主
岳
山
口
問
回
一

ωロ
可
己
F

当
日
片
何
回
自
己
円
わ
ゆ
宮
山
片
一
出
口
吾
川
広

Q
m
R
M
G
F
σ

田宮
σ項
目
山
口
仏

g
w
g
p
o
σ
E宮山

m
E
F
σ
g
z－o
円四∞
E
O旦
由
自
由
。
片
足
。

如
実
同
岳
。
戸
m
p汁・（
HVH∞
同
）
と
換
言
し
、
「
近
代
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で

す
ら
も
、
全
世
界
の
半
分
は
、
そ
の

E
E出向日
E
O
B
m込
山
智
弘
苦
が
支

配
す
る
領
域
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
こ
の
、
こ
の
世
の
半
分

は
惑
が
支
配
す
る
と
い
う
考
え
方
は
、
匂
・
。
・
冨
mw片
F
w
g
oロ
が
述
べ

て
い
る
様
に
、
悪
は
摂
理
に
よ
っ
て
の
み
存
在
を
許
さ
れ
て
い
る
が
、

’
特
に
の
mHZZぽ
広
が
直
面
す
る
「
罪
と
の
時
四
い
戦
い
の
場
は
、
実
際

局
部
的
に
存
在
す
る
悪
の
領
域
を
認
め
て
い
弘
」
事
を
示
し
た
も
の
で

あ
っ
た
。

ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
の
丘
町
色
貯
の
立
場
に
立
つ
の
g
m
pミ

ω
g口。

士、

川門
HHO
の
mw芝山口目白付与町田可ロ田件。同誌
5
4
3吋
富
田
口
仏
由
。
田
伊
浮
世
ロ
仏
国
回
目

。ぐ山門凶
ODnoo同昨日
HOγ
内出口同口町戸担。ロ

σ白
ロ
神
戸
口
田
口
℃
E
U
4
日ロ口
O由。日向。回目
4
1

山口
a

E
H
F
O
Z開
Z
S
Q
但
口
立
三
予
言
品
目
。
S
F
S
え
窓
口

O居間四四円由同
E

HOMW
宮
FOHC四円ロ世円。弘司
O
B
O
Eミヴ
0
2
2
5包
件
。

n
E
5
2
2同NO

0
0
 

4
寸

HHO
の白】戸、山口町田神出回目白円山・

と
述
べ
て
い
る
。
悪
の
強
烈
さ
、
強
制
制
さ
に
田
駅
を
み
は
り
、

そ
の
悪
の

跳
梁
す
る
暗
黒
面
の
力
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
冨
σ守
口
戸
ゆ
が
、

先
述
の
如
く
、
こ
の
世
は
善
悪
二
つ
の
領
域
に
分
た
れ
る
と
い
う
一
一
元

教
的
傾
向
に
傾
い
た
事
は
当
然
だ
っ
た
と
云
え
る
。
ミ
む
守
、
，
b
主
r

に

登
場
す
る

pw仏
mwHSF
が
、
善
悪
二
元
教
の
冨
自
由
。
F
g
u
B
の
始

教

N
2
8
H
Z
H
の
一
一
派
の
可
号
目
。
。
で
あ
る
の
は
決
し
て
偶
然
と
は

考
え
ら
れ
ず
、
言
。
守
口
目
。
が
二
一
五
教
の
立
場
を
と
る
東
方
宗
教
に
可
成

り
の
関
心
を
持
っ
て
い
る
事
会
）
物
語
っ
て
い
る
。
冨
EWσ
ロ
け
切
。
ロ
の

云
う
処
に
よ
れ
ば
、
冨
OHi－－
o
は
一
八
四
九
年
の
三
月
か
四
月
初
旬
に

買
っ
た
虫
σ号
。
∞
ミ
ザ
の
り
日
己
目
。

5
弓
を
読
ん
で
、
一
川
。
円

ossa

mE山
田
自
と
か
宮
富
山
岳
σゆ
戸
田
富
に
つ
い
て
学
ん
だ
と
い
う
。

N
O
B
S
Z吋
の
唱
く
処
で
は
も
世
界
は
光
と
火
の
善
神
で
あ
る
〉
’

げ
己
中
冨
m民
知
（
。
片
岡
出
C
N内
回
全
知
の
神
）
に
依
っ
て
創
ら
れ
た
が
、
暗

黒
と
悪
の
神
〉
『
一
氏
B
m
5
が
来
っ
て
彼
を
脅
か
し
、
世
に
害
毒
が
も
た

ら
さ
れ
る
。
人
聞
は
こ
の
善
悪
の
戦
の
焦
点
に
立
ち
、
世
界
は
善
悪
二

つ
の
神
の
戦
場
で
あ
る
。

N
。
円
。
山
田
件
。
円
は
主
口
神
を
勝
利
に
導
く
為
に
つ

か
わ
さ
れ
、
か
く
て
最
後
の
勝
利
は
善
神
の
も
の
と
な
る
、
と
い
う
o

N。
B
S門
広
白
骨
量
に
し
て
も
、
冨
mw邑
岳
2
2
B
に
し
て
も
善
袖
の
勝

利
と
同
時
に
救
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
富
。
守
山
口
ゆ
が
関
心
を
持
っ
た
の

は
、
こ
れ
等
の
教
義
が
主
張
す
る
善
悪
一
一
元
説
の
み
で
、
そ
の
善
袖
げ
の

勝
利
に
関
し
て
で
は
な
か
っ
た
。

冨

φHai－－
mw
の
関
心
は
矢
張
り
の
何
回
江
田
片
山
凶
ロ
的
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
、

わ
巳
丘
己
申
告
の
問
題
が
、
そ
の
ま
ま
富
。
守
邑
ゅ
の
問
題
で
あ
っ
た
と

さ
え
云
え
る
で
あ
ろ
う
。
わ
仰
ぎ
宮
山
田
富
に
あ
っ
て
は
、
神
は
金
宇
宙
を

-10ー



支
記
す
る

g
t伊丹
E
H
M
1
山
口
斗
何
回
ゲ

g
z
g
d司
告
で
あ
っ
て
、
一
切
は
神

の
意
志
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
、
救
に
入
れ
ら
れ
る
者
も
、
滅
び
に
お
と

さ
れ
る
者
も
、
こ
と
ご
と
く
、
人
間
自
ら
の
内
的
な
可
能
性
に
芸
一
く
も

の
で
は
な
く
、
抽
仰
の
絶
対
的
な
自
由
選
択
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
こ

の
運
命
予
定
説
に
あ
っ
て
は
、
人
間
は
、
神
の
意
志
に
よ
り
決
定
論
的

に
選
択
し
賦
与
さ
れ
た
自
己
の
運
命
か
ら
明
却
す
る
事
は
全
く
不
可
能

で
あ
り
、
従
っ
て
、
決
し
て

ω
号
。
。
由
。
己
で
は
な
く
、
ま
た
罪
深
き

人
間
の
完
全
性
な
ど
考
う
べ
き
で
な
く
、
魂
の
尊
厳
や
価
値
な
ど
を
語

る
は
無
礼
極
ま
る
も
の
で
あ
っ
た
。
人
聞
は
文
字
通
り

F
O
者
。
円
吉
田

え

S
O
仏
出
血
に
過
ぎ
ず
、
恩
恵
に
予
定
さ
れ
た
者
が
自
己
の
運
命
を

み
、
す
か
ら
誇
り
得
ぬ
如
く
、
滅
亡
に
選
ば
れ
た
も
の
も
自
己
の
運
命
に

つ
い
て
告
訴
す
る
事
は
会
く
不
可
能
で
・
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
む
し

ろ
、
呪
誼
の
運
命
を
悲
し
み
嘆
く
人
々
の
働
突
こ
そ
、
そ
の
ま
ま
神
の

全
能
を
讃
美
ず
る
芦
に
す
ら
変
奏
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
、
と
考
え
る
。

こ
の
様
に
、
人
間
の
運
命
を
決
定
す
る
決
定
的
要
因
が
、
神
の
絶
対
的

な
意
志
に
の
み
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
は
救
の
確
か
さ
の
め
円
江
苫
仏

E
E片
山
田
に
つ
い
て
如
何
な
る
保
証
を
持
ち
得
る
か
、
と
い
う
問
題
が

起
っ
て
来
る

o
n巴
i
旦
与
に
あ
っ
て
は
、
「
梯
の
み
に
対
す
る
真
撃

な
畏
怖
一
と
、
「
自
己
の
罪
に
対
す
る
恐
怖
」
の
自
覚
を
生
む
処
の
心

の
誠
実
さ
l
l
l
良
心
に
於
て
の
み
救
は
与
え
ら
れ
る
。
然
し
、
先
述
し

た
様
に
、
冨
ο日〈巴
σ
に
あ
っ
て
は
、
悪
の
存
在
は
二
一
元
教
の
教
え
る
如

く
殆
ど
絶
対
的
で
あ
り
、
何
人
も
そ
れ
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
と
感
じ
た

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
様
な
運
命
を
開
拓
す
る
事
が
果
し
て
可
能
で
あ
ろ

う
か
。
怖
の
与
え
た
運
命
（
市
吉
弘
ゆ
え
吉
川
凶
昨
日
。
巴
に
反
抗
す
る
自
由
意

志
ハ
司
円
台
の
名
門
戸
日
〉
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
救
は
？
一
八

四
九
年
十
万
、
ロ
ン
ド
ン
に
渡
る
船
上
で
冨
σ守
口
Z
は
ド
イ
ツ
人
の

kr色
男
と
い
う
乗
客
と
、
明
日
凶
包
匂
向
洋
O
W
E－2
・4
邑
w

昔
話
古
岩
当
日
a

E
m
o
m
σ
g
E
Z
に
つ
い
て
語
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
等
の
主
題
が

宮
巳
え
口
ぬ
の
関
心
の
中
心
に
あ
っ
た
事
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し

て
そ
れ
は
ま
た

h
h
v守
Eb冷
静
或
は
bve町
、
誌
の
底
流
と
も
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

IV 

こ
の
様
な
富
。
－
i
ロ
ゅ
の
関
心
は
、
云
う
ま
で
も
な
く
、
。
込
町
H
O
色。，

M内
可
、
に
懐
疑
の
践
を
向
け
て
は
い
る
が
、
唯
単
に
。
吋
吾
。
門
H
O
M
O
－
を
否

定
し
よ
う
と
す
る
為
の
懐
疑
で
は
な
く
て
、
彼
自
身
の
精
神
的
救
（
信

仰
と
呼
ん
で
も
大
同
小
異
で
あ
る
が

l
）
を
見
出
さ
ん
が
為
の
探
求
に

於
て
あ
ら
わ
れ
た
懐
疑
で
あ
る
。
悪
の
存
在
理
由
を
札
し
、
運
命
の
糸

を
と
き
ほ
ぐ
し
、
そ
こ
に
自
由
意
志
の
無
限
の
可
能
性
を
見
よ
う
と
試

み
る
彼
の
呂
ゅ
の
己
丘
目
。
ロ
は
、
少
く
と
も
、
全
能
の
神
の
業
の
神
秘

を
解
き
明
そ
う
と
す
る
の
に
外
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
神
秘
解
明
の
努

力
に
於
て
、
冨
σ守
山
口
ゅ
は
彼
自
身
会
一
能
に
な
ろ
う
と
す
る
。
そ
の
結
果

が
ど
う
な
る
の
か
、
ま
た
、
果
し
て
補
秘
が
明
か
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ

は
彼
自
身
の
知
る
処
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
尚
そ
の
神
秘
は
明
ら

か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
宮
巴
」
『
告
白
は
、
事
物
の
現
象
面
の
彼
方

に
あ
る
意
義
を
探
り
出
そ
う
と
す
る
田
宮

g
g片山
4
0
な
慣
向
に
、
肩
執
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的
に
と
ら
わ
れ
て
い
た
。
一
あ
ら
ゆ
る
も
め
に
は
あ
る
意
義
が
あ
る
の

だ
、
さ
も
な
く
ば
万
物
は
無
価
値
で
あ
る
」
と
足
。
守
e
b
h
h
p

の
krvωσ

船
長
は
云
う
が
、
ミ
sミ
民
の
懐
疑
哲
学
者
切
出
ゲ
ヴ
mHHm戸
当
官
の
関
心
も

そ
の
様
な
意
義
の
解
明
に
あ
っ
た
。

阿
国
同
同
山
口
一
円
由
民
仲
ロ
ロ

O回
一
己

H
O
O白血
OHM口
。
。
片
仲
｝
】
日
出
向
田
日

HVO
口
同
日
刊
由
仲

mwHM可

荏
注
目
円

0
5
ヴ

3
0包
引
き
o
m
w
H
O
2
3
2
0片
P
O
S
H
W門
司

区

ロ

V

B
ロ
ロ

v

z
a
E
2
胃
o
g
r
o
S
H
B三
JNqvwF
目
的
ぴ

g
g
g
p
o
曲
目
。

3
山
口
開
V

HVmw
句
史

U口
一
。
ロ
由
旬
。
包
凶
当
日
神
宮
口

4po
由
ゲ
自
国

5
1
0
M
1由件
mwH・
同

℃

H
Oヴ
σ
4ロ
ゲ
。

口町

HHU｝
0．
閉

口

印

乳

母

二

白

白

井

仲

0

2
。

H
g
s
o
E
8
2
H目
立

0・
C
S
E
N
－

H
Y

∞O
日）

と
彼
は
云
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
こ
そ
は
宮
σ守
口
ぽ
の
関
心
の
核
心
を

衝
い
た
言
葉
に
外
な
ら
な
い
。
彼
は
一
切
の
妥
協
を
排
し
て
「
事
物
の

本
質
」
の
究
明
、
「
事
物
の
彼
方
に
あ
る
神
秘
」
の
解
明
に
、
投
入
す
る
。

そ
の
態
度
は
、
復
讐
の
一
念
に
譲
っ
た
〉
F
m号
船
長
や
、
叶
内
凶
〕
目
、
が

J
E
E
H
H
を
求
め
る
態
度
と
、
何
等
異
る
処
は
な
か
っ
た
。

K
戸
口
門
凶

4
F
O
E四月
H
O叩
mw曲、
M1日
ロ
間
ヴ
ロ
仲
田
印
句
。
吋
江
司

σ
回
目
、
口
、
同
耳
目
的
色

H－H40口

同
H10ロ
回
ロ

JH可
口
。
ロ
円
由
。
、
ヴ
可
同
ず
】
出
回
付
吋
叩
曲
目

mw件
目
。
曲
師
一
関
口
仏
門
門
戸

BHMHC司
目
白
血
向
、

可
。
口
民
間
・
出
足
げ

O君
主

仲

O
S
O
｝
V
E己
え

笹

山

口

官

官

同

0
2
2
M「
匂
片
山

5
0・

由
江
戸
目
白
日
刊
ヴ
合
同

G叶
O
H
7
0
由
民
－

O
M
－

－

Y
開
門

QVMHdNGH
由
HH17可
。
ロ

H
O
W
O⑦
古

田
455H
げ
日
出
円
仲
・
；
：
・

同
町
与

p
o
F
H
M
1
可
。
出
門
戸
門
出
向
田
仲

HHO日吋
O唱
ロ
］

M
E
S
S
E－
E
Z
2
2白
H
S

HHHH仏

a
o
昂コ
ω
は

HVM1n60HM？

ω。
、
］
［

hohHAW門
出
口

Hro由
。
時
①
担

H－hzr
日
hmw日
出
ず

吉
岡
同
司
自
由
内

2
J
3
5
翌
日
、
弘
山
口
仲
ず

m
t
4
2
6
ぬ
。
目
白
色

d
F去
、
∞
ロ
話
回
目

ECH

］向日以円

HHO円

H
h
l
i
可
申

F
山口

σc目白
ρロ
母
国
片
付

H
H
O
H
O
O
F
C⑦
刊
行
。
円

HC
曲
目
ロ

W
山口

げ

o
g
a
o
g
仏
自
由

F

S

S

F
田
件
。
ロ

g

K常
任
。
回
目
白
一
回

E
E
g
g
p

M10
目
。
戸
田
抽
出

H
5
3
2司
g
n
r
L同
君
円
。
口
昨

T
H
O－
s
h町
、
、
九
〉
同

UH｝
・
仏
印
叶
血
∞
∞
・
）

こ
の
熱
烈
な
探
究
は
、
富
巳

irの
、
精
神
面
に
於
け
る
同
H
O
D片山内尚

喜
志
？
を
雄
弁
に
物
語
っ
て
い
る
。
既
知
の
世
界
を
去
っ
て
、
未
知
の

世
界
に
新
天
地
を
開
発
・
開
拓
し
よ
う
と
す
る
ア
メ
リ
カ
勃
興
期
の
情

熱
が
、
対
象
こ
そ
異
つ
て
は
い
る
が
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
楽
天
的
時
代

主
潮
と
は
、
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
そ
ぐ
わ
な
い
冨
σ守
口
ぽ
の
内
に
見

出
さ
れ
る
の
は
興
味
深
い
事
で
あ
る
。
〉
HHh号
船
長
と
は
こ
の
様
な
情

熱
的
探
究
精
神
か
ら
生
れ
た
人
物
で
あ
っ
た
。
〉
炉
問
ぴ
に
と
っ
て
、
白

鯨
は
無
限
の
真
理
を
包
み
隠
す
仮
象
の
壁
で
あ
り
、
喰
は
そ
の
壁
を
貫

い
て
事
物
の
核
心
を
探
ろ
う
と
す
る
探
索
者
で
あ
る
。
ミ
。
m
v
b
N
．hb

の
解
釈
に
つ
い
て
、
多
く
の
人
々
が
多
く
の
見
解
を
述
べ
て
来
た
が
、

松
本
政
治
氏
の
見
解
は
傾
聴
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
氏
は
足
。
守
e
b
h
h
F

の
象
徴
面
を
研
究
し
た
小
論
に
於
て
、
「
白
鯨
は
、
単
一
な
る
善
で
も

悪
で
も
な
い
。
実
は
、
善
抽
川
、
神
麗
、
治
乱
、
明
暗
、
美
醜
な
ど
一
切

の
対
立
的
要
素
を
包
蔵
し
つ
つ
宇
宙
に
遍
在
す
る
摩
詞
不
思
議
、
不
可

知
な
る
力
、
即
ち
神
の
叡
智
の
現
れ
で
あ
る
。
富
。
守
山
口
o
は
、
広
の

明
暗
二
相
を
有
つ
宇
宙
原
理
の
誌
を
解
か
ん
と
苦
悩
す
る
の
で
あ
る
し

と
述
べ
て
い
る
。
冨
mw守山口
σ
の
世
界
観
が
冨
m
H
E
O
F
0
0山
田
自
的
傾
向

に
陥
っ
て
い
た
事
は
、
白
鯨
…
の
諸
性
質
に
見
ら
れ
る
対
立
的
要
素
の
錯

綜
に
充
分
窺
う
事
が
出
来
よ
う
。
富
。
守
口
－
o
は
、
善
悪
・
美
醜
と
い

っ
た
対
立
的
要
素
が
同
時
的
に
存
在
す
る
宇
宙
の
神
秘
Il

－
－
そ
れ
は
神

の
叡
智
で
あ
り
、
事
物
の
現
象
一
回
の
背
後
に
あ
る
真
実
で
あ
る
の
だ
が

-12ー
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m
a
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declarl
色
s
hirn;,olf 

a
耳overeign

n
乳ー

ture 
(in 

himself) 
a
m
i
d
 the 

p
o
w
e
r
s
 
of 

heaven, 
hell, 

a
n
d
 

earth〕
m
a
y
perish; but so 

long 
as 

h
e
 exists 

h
e
 
insists 

u
p
o
n
 treatitig 

with all 
P
o
w
e
r
s
 
u
p
o
n
 
a
n
 
equal 

basis. 
If 

a
n
y
 of 

those 
othel-

P
o
w
e
r
s
 
choose 

to 
withhold 

certain 

secrets, 
let 

t
h
e
m
;
 that does not impair m

y
 sovereignty in 

myself; that does not m
a
k
e
 m

e
 tributary. 

A
n
d
 porhaps, 

after all, 
there is 

n
o
 secr

ち
t.

明
Te

incline 
to 

think that the 

P
r
o
b
l
e
m
 of 

the U
n
i
v
e
r
s
e
 is 

like 
the 

F
r
e
e
m
a
s
o
n’s

 m
i
g
h
t
y
 

secret, 
so terrible 

to 
all 

children. 
It 

turns out, 
at last, 

to 

consist 
in 

a
 triangle, 

a
 mallet, 

a
n
d
 
a
n
 
apron, -

nothing 

m
o
r
e
!
 
W
e
 incline 

to 
think 

that G
o
d
 cannot explain 

H
i
s
 

o
w
n
 secrets, 

a
n
d
 that H

e
 w
o
u
l
d
 like 

a
 little 

information 

u
p
o
n
 certain points Himself. 

W
e
 mortals astonish H

i
m
 as 

m
u
c
h
 as H

e
 us. 

B
u
t
 it 

is 
this B

e
i
n
g
 of the matter; there 

li
四

the
k
n
o
t
 with w

h
i
c
h
 w

e
 c
b
o
k
e
 ourselves. 

A
s
 s
o
o
n
 as 

y
o
u
 say M

e
,
 a

 God, a
 Nature, so s

o
o
n
 y
o
u
 j
a
m
p
 off 

f
r
o
m
 

y
o
u
r
 stool 

a
n
d
 h
a
n
g
 f
r
o
m
 the b

e
a
m
.
 

Yes, 
that w

o
r
d
 
is 

the h
a
n
g
m
a
n
.
 
T
a
k
e
 G
o
d
 out of the 

dictionary, 
a
n
d
 
y
o
u
 

w
o
u
l
d
 h
a
v
e
 H

i
m
 in 

the street. (Portable Melville, pp. 427-8) 
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utter w
e
e
k
 1」

終
点
。

A
h
a
b
！！“

Fool! 
1
 a
m
 the 

F
a
t
e’s

 

lieutenant: 
I
 act u

n
d
e
r
 the m:ders. ”

（M
o
b
y
-
D
i
c
k
 p. 

554) 

Al
ム
ゎ
怖
駅
長

j患
の
は
附

l-0
Q
や
必

0
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Pierre .

P制
ぷ

H
i
s
soul

’s
 

ship f
o
r
e
s
a
w
 the inevitable 

rocks b
u
t
 resolved to 

sail 

on, 
a
n
d
 m

a
k
e
 a

 co
u
r
a
g
e
o
u
s
 w
r
e
c
k
.
 (Pierre, 

H
e
n
d
r
i
c
k
s
 

H
o
u
s
e
,
 1949. 

p. 
398）
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(Pz'erre, p. 
422) 
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Life 
is 

a
 l011g 

Dard
巴nelles,

M
y
 dear 

M
a
d
a
m
 (Sophia 

Hawthorne), the shores whereof are 
bright with flowers, 

which w
e
 want to 

pluck, 
but the bank is 

too 
high ;

 &
 so 

w
e
 float 

on &
 on, 

hoping to 
c
o
m
e
 
to 

a
 landing-place 

at 

last 
-

but swoop !
 WE
)
 launch into the gr

，
回t

sea! 
Yet the 

geographers say, 
even then w

e
 must not despair, because 

across the great sea, 
however desolate 

&
 vacant 

it 
m
a
y
 

look, 
lie 

all 
Persia 

&
 the 

delicious 
lands 

roundabout 

Damascus. (Melville to 
Mrs. 

Hawthorne, 
Jan. 

8th, 
1852. 

Portable 
Melville, 

pp. 
456-457) 
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